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10 月１日から赤い羽根共同募金運動が始まっています。
皆さまからお寄せいただいた募金は、南丹市内の人々を支える様々な福祉活動に役立てられます。

福祉教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ P.2特集



京都府知事表彰
社会福祉事業・ボランティア功労者
（民生委員・児童委員）
八木節子
（ボランティア団体）
と金の詩　
美山傾聴ボランティアみみずくの会
※その他、社会福祉事業従事者として、
　当会職員３名含む32名

京都府共同募金会会長感謝
（団体） 南丹市老人クラブ連合会会員一同
 京都聖カタリナ高等学校
 南丹市役所職員一同
 南丹市社会福祉協議会職員一同
（個人）覗渕英世　川勝淳弌

京都府社会福祉協議会会長表彰
● 民生委員・児童委員特別功労者
　谷口和隆　下間壽雄　小林弘和
●社会福祉協議会活動功労者　
　（南丹市社会福祉協議会　ふれあい委員）
　井尻雅代　船越悦子　
　小林光子　田中幹生　
　松本健　　矢野篤子　
　左近幸広　奥村恭子　
　田中義　　植村勝　　　
　田中日出男
● ボランティア功労者
　（個人） 芦田美子　廣瀨滋子　寺町紀代子
　（団体） 深見グループ　上胡麻ボランティアグループ
　　　　いきいき小桜　サロン日置
　 ※ その他、社会福祉事業特別功労者として、当会職員３名含む19名

　長年、社会福祉事業やボランティア活動などに携わり、顕著な功績を修められた個人、
団体の皆さんに表彰状・感謝状が贈られました。これまでの活動に深く敬意を表しますとと
もに、南丹市の地域福祉の推進にお力添えをいただいていることに厚く御礼申し上げます。

挑戦お待ちしています！

●投げる人１人以上、受ける人２人を決める。
●新聞紙で玉を40個作る。
●３m離れたラインから玉を１個ずつ投げる。
●広げた新聞紙を２人で持ち、投げた玉をキャッチする。
●新聞紙に乗っている玉数を社協に報告する。
➡キャッチできた玉数の多いサロンが
　ナンバーワンとなります。

略してみんグラ

みんグラとは？　南丹市内のふれあい・いきい
きサロンが、決められた期間内に同じ競技に挑
戦しナンバーワンを競い合う企画です。

　詳しくは、各サロンにお配りしている「サロンメイト」をご覧いただくか、社協
各事務所までお気軽にお問い合わせください。
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実施期間
令和８年

２月27日（金）
まで

第４回は

キャッチキャッチTHEペーパー!THEペーパー!

京都府社会福祉大会が開催されました第74回

※ 年齢や能力、状況に関わらず、できるだけ
多くの人が使いやすいように、製品や建物・
環境をデザインする、という考え方のこと。

インタビュー　 
学生からボランティアの皆さんへ
グループワーク
 考えよう地域共生社会、そしてボランティア
講義　 
じぶんごとのまちづくり～ボランティアだから

　　　できる地域課題の解決へ向けた実践

４町ボランティア連絡協議会 ボランティアの皆さん
みんなのTERAKOYAおおいがわ 國府美紀さん
南丹市役所 こども家庭課　
南丹市社会福祉協議会 地域支援課

南丹市社協では、地域の方々や関係機関の皆さんに
ご協力いただき福祉教育に取り組んでいます。
小中学校から高校、大学、専門学校まで、それぞれ

の段階に応じた福祉への学びをサポートしています。　
今回は１学期に行った授業の中から一部を紹介します。

ガイドヘルパーの方２名
に来ていただき、ガイドの
方法を学びました。案内さ
れる役の児童はアイマスク
を着用し、どんな時に不安
を感じるのか、どのように
してもらえれば安心するの
かを実際に体験することが
できました。

「ふくし」は、ふだんのく
らしの幸せのためのものと
いう学びの後、すべての人
が利用できるよう設計され
た身の回りにあるユニバー
サルデザイン（UD※）製品
を実際に触り体験しました。

ガイドヘルパー体験 ～目が不自由
な方の気持ちを想像しよう～ ７月９日

車いす体験 ～みんなが暮らしやすい
環境とは？～ ７月10日

ふくしって何？ ～UD製品に触れて、
体験しよう！～ ５月９日

福祉教育
園部
小学校

八木西
小学校

美山
小学校

▲ 学生に自身の活動を伝える
　ボラ連の皆さん

▲ 國府さんの講義
　「じぶんごとのまちづくり」

明治国際医療大学 看護学科
ボランティア論
～ボランティアのやりがいを次世代へつなぐ～

●困っている人を助けるだけでなく、自分の特技や好きな
ことを活かせるボランティアがあることを知り、参加し
てみたいと興味を持つことができた。

●ボランティアは『利他のため』に活動すると熱心に語っ
ておられたことが印象的で、ボランティア活動に誇りを
もっていらっしゃるのだなと感じた。

学
生
の
感
想

講 師

学生の学びを応援したいという
多様なメンバーが力を結集！

ボランティアの楽しさを伝えてきました

6 30

防災教育！ ～災害時に必要なものを
考えてみよう～ ５月16日

非常用持ち出し袋の中身
を、背負って走れる重さに
するため、本当に必要なも
のは何か意見を出し合いま
した。災害時の予想外の出
来事に自分ならどう対応す
るか、考える機会となりま
した。

殿田
中学校

▲手に取って体験

車いすについて学習し
ました。操作時の説明
後、車いす操作と乗る側
の両方を体験しました。
実際に車いすに乗ってみ
て、相手の目線に合わせ
て声掛けする大切さを学
ぶことができました。

▲ガイドヘルパー体験

▶非常食
（いそべもち）

▲非常用持ち出し袋を検討する
　グループワーク

▲操作時の説明

▲大会の様子

▲出席者の皆さん

▲表彰を受ける
　と金の詩代表
　大山勝義さま

協力：美山やすらぎホーム ▲リフト車の体験

▲ふくしを学ぶ

１限目

２限目

３限目

みんグラ
ルール動画

サロンメイト

日にち：令和７年９月４日　　場　所：京都府民総合交流プラザ　京都テルサ

［敬称略・順不同］

2 3なんたん社協だより 第66号 なんたん社協だより 2025．10



　　　　

　つくし園は、就学前のお子さんの発達
支援を行っている児童福祉施設です。
１クラスおおよそ３～４人程度の小集団
で、一人一人の発達に応じた専門的なサ
ポートを行っています。「やってみたら
出来た！」という自信や、自分の思いを

伝えたら、受け止めてもらえたという経
験を積み、人と関わる心地よさや楽しさ
を育むことを大切にしています。小集団
活動での遊びを通して、将来社会の中で
自分らしく生活していくために、今必要
な経験を提供します。

　園部町、八木町ボランティア連絡協議会では「ボランティア」に
ついて知っていただくきっかけ作りをしています。活動体験などで
は大人も子ども一緒に楽しめる内容を企画中です。ぜひお越しくだ
さい！

●八木　12月 6 日（土）　南丹市八木市民センター「ｉスタやぎ」
●園部　12月14日（日）　南丹市園部文化会館「アスエルそのべ」
内　容：活動発表、体験コーナーなど

　フードパントリーとは相談援助をする中で、必要としている世帯に食料品を
無料で提供し、生活の立て直しを応援する取り組みです。
 ※生活保護受給中の方は原則対象外です

　缶詰、乾麺、レトルト食品、お米、お菓子、海
苔、ふりかけ、など長期間保存ができるもの
※いずれも賞味期限が2か月以上のもの

様々な方法で募金にご協力いただいています。
●戸別募金：ご家庭からの募金 
●法人募金：事業所や企業からの募金 
●職域募金：職場の皆さまからの募金 
● 街頭募金、イベント募金： 
　街なかやイベント開催時での募金 
● 寄付金付き自動販売機： 
　寄付できる自動販売機の設置、利用

赤い羽根共同募金は、昭和22年に始まった社会福祉法に定
められた募金です。
変化していく現代社会のなかで、公的なサービスだけでは対

応しきれない問題の解決にむけて、必要な資金を集めていま
す。南丹市内で集まった募金の約７割は、市内の福祉活動に使
われています。残りの３割は都道府県域の広域的な活動や災害
支援に使われます。共同募金運動は、地域の人々が安心して暮
らせるよう、地域の課題を解決していくための運動です。

詳しくは「はねっと　南丹市」で検索

はねっと　南丹市

じぶんの町をよくするしくみ

ひとりひとりのやさしさが、じぶんの住む町を変えていきます。

なんたん健幸ポイント2024寄付 様 71,500円 福祉のために

内藤　𠮷子 様 100,000円 亡夫の供養に

全京都建築労働組合船井支部 様 25,260円 福祉のために

北星中学校昭和34年度卒同窓会 様 4,362円 福祉のために

下伊豆　勝 様 100,000円 福祉のために

匿名寄付 2件 110,700円 福祉のために

公益財団法人NKP福祉財団 様 米多数 福祉のために

匿名寄贈 1件 米多数 福祉のために

匿名寄贈 1件 動物用キャリー多数 福祉のために

　ご協力いただきましたふくしミライ共創金は、地域福祉をはじめとする社会
福祉事業の推進のために大切に活用させていただきます。
　今後ともご支援のほど、よろしくお願いいたします。

令和７年度ふくしミライ共創金（南丹市社協会費）へのご協力、ありがとうございました。
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4,311,500円 令和７年８月31日現在総額

市内のボランティア活動やサロン活動への
助成のほか、地域の住民が主体的に取り組ま
れる活動を公募し、区長会、民生児童委員協
議会や市議会などの代表で構成された南丹市
共同募金委員会の審査会を経て、それらの活
動に助成しています。

南丹市内で
活用されて
います。
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過去の助成事業によ
る活動の様子は、上
記のQRコードから
ご覧いただけます。

第11回

社会福祉協議会の紹介
だんの　 らしを　　あわせにふ く し

▲からだ作り

▲昨年度の様子　手話体験

▲職員研修

▲教室の様子

詳しくは…
生活相談センターまで　0771－72－3020

児童発達支援事業・
保育所等訪問支援事業 つくし園

少しのおすそわけが、大きな支えに
フードパントリーの取り組み

ボランティア体験予  告

　フードパントリーでお渡ししている食料品は、市民の
皆さんや企業からの温かいご寄付によって支えられてい
ます。
　ご家庭に余っている食料品がありましたら、社協本所
や各事務所の窓口へご寄付をお願いいたします。

食料品のご寄付のお願い ご寄付いただきたい食料品の例（生もの以外）

詳しくは…　つくし園まで　0771－62－2978
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８月７日（木）、昨年に引き続き、京都府立農芸高校の生徒さんにお世話になって、寄せ植えに取り組み
ました。12名の方にご参加いただき、生徒の皆さんに手伝っていただきながら、オレンジ色の花を中心
に、数種類の花を思い思いに配置。素敵な寄せ植え
が完成しました。
その後、認知症ミニ講座として東京都板橋区作成
の『いたばし認地笑かるた』を使って、認知症につ
いて学びました。認知症の基本的な知識や、どうい
うふうに対応したら良いかなど、参加者と生徒の皆
さんが一緒になって学ぶことができました。
認知症について話を聴くのは初めて、という方も
いらっしゃいましたが、寄せ植えをきっかけに、地
域で支援の輪が広がることを願っています。

オレンジガーデニングプロジェクト
　南丹市では認知症啓発活動として2021年から「なんたんオレンジガーデニングプロジェクト」を実施して
います。認知症のシンボルカラーのオレンジ色の花の種をお配りしたり、ワークショップを開催し認知症につ
いてのミニ講座を実施しています。今回は、8月に実施した寄せ植え体験について紹介します。

な ん た ん

詳しくは…　南丹地域包括支援センター　八木事務所まで　0771-43-0551

Instagram

南丹市認知症地域支援推進員

Facebook

▲オレンジ色の花を見栄えよく配置

▲農芸高校の生徒の皆さんのオリジナルのプレート

▲「かるた」の実践と認知症の解説 ▲お手伝いいただいた農芸高校の生徒の皆さん

▲楽しく学べる「かるた」
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